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急
増
す
る
ト
ラ
ブ
ル 

「
外
国
為
替
証
拠 

金
取
引
」
っ
て
？

　

●Ｑ
 
　

電
話
で
外
国
為
替
証
拠
金

取
引
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
何
度

も
断
っ
た
の
に
し
つ
こ
く
説
得
さ

れ
、
有
利
な
こ
と
ば
か
り
説
明
さ

れ
、
き
ち
ん
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

か
ら
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て　

万
７０

円
を
預
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
勝
手
に
取
引

さ
れ
、
損
失
が
出
た
の
で
追
証
が

必
要
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
解
約
し

ま
し
た
が
、
納
得
で
き
な
い
の
で

す
が
。

　

●Ａ
 
　

外
国
為
替
証
拠
金
取
引

（
外
国
為
替
保
証
金
取
引
・
Ｆ
Ｘ
等

業
者
に
よ
り
名
称
は
異
な
る
）
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は
、

取
り
扱
い
業
者
に
取
引
総
額
の
一

割
程
度
の
証
拠
金
を
預
け
て
、
外

国
通
貨
の
売
買
を
す
る
取
引
で
す
。

金
融
の
自
由
化
で
、
外
国
為
替
を

扱
う
業
務
に
自
由
に
参
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
を
機
に
取
り
扱

わ
れ
始
め
ま
し
た
。
商
品
先
物
業

者
系
、
証
券
会
社
系
、
そ
の
ほ
か

の
独
立
系
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
業
者

が
参
入
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
監
督
す
る
官
庁
も
は
っ
き
り
せ

ず
、
一
部
は
今
年
４
月
か
ら
金
融

商
品
販
売
法
の
対
象
に
な
っ
た
も

の
の
、
取
引
そ
の
も
の
を
規
制
す

る
法
律
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

業
者
の
信
用
性
を
判
断
す
る
客
観

的
な
評
価
基
準
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
取
引
は
予
測
不
可
能
な
為

替
変
動
を
基
準
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

株
な
ど
と
違
っ
て
公
開
の
市
場
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
契

約
者
と
の
取
引
ル
ー
ル
は
業
者
が

独
自
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
裁
判

で
「
通
貨
の
交
換
価
格
を
指
標
と

す
る
賭
（
と
）
博
行
為
に
す
ぎ
な

い
」
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
為
替
差
益
や
通
貨
間
の
金
利

差
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ス
ワ
ッ
プ

金
利
な
ど
で
も
う
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
必
ず

し
も
利
益
が
出
る
わ
け
で
は
な
く
、

損
を
す
る
可
能
性
も
高
い
の
で
す
。

少
な
い
元
手
で
多
額
の
取
引
が
可

能
な
た
め
、
損
害
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
そ
の
上
、
取
引
の
た
び
に

手
数
料
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
手

数
料
以
上
の
利
益
を
あ
げ
な
い
限

り
は
元
本
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

公
正
な
取
引
が
さ
れ
た
と
し
て
も

非
常
に
リ
ス
ク
の
高
い
商
品
で
す
。

リ
ス
ク
を
負
え
る
投
資
の
プ
ロ
が

行
う
取
引
で
、
一
般
の
消
費
者
が

手
を
出
す
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
集
中
し
て
い
る
の

は
、
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
の
業

者
で
す
。
外
貨
預
金
の
よ
う
な
も

の
だ
と
思
っ
て
契
約
し
た
高
齢
者

や
主
婦
な
ど
、
投
資
に
つ
い
て
の

知
識
が
十
分
で
な
い
人
か
ら
の
相

談
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
執
拗（
よ
う
）な

勧
誘
、
説
明
不
足
や

事
実
と
異
な
る
説

明
、
取
引
を
や
め
た

い
と
申
し
出
て
も
い
ろ
い
ろ
理
由

を
つ
け
て
や
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
、

精
算
金
を
返
し
て
く
れ
な
い
な
ど

の
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
中
に
は

取
引
実
態
が
あ
る
の
か
ど
う
か
疑

わ
し
い
業
者
や
、
初
め
か
ら
出
資

金
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
相
談
者
の
場
合
は
運
良
く

お
金
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
セ
ン
タ
ー
が
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
の
手
助
け
を
し
て
も
、
相

談
者
が
納
得
で
き
る
条
件
で
和
解

で
き
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
後

は
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
勧
誘
の
電
話
や
訪
問
を

受
け
た
場
合
は
、「
自
分
に
は
必
要

�

利

用

方

法

�

①
電
話
で
登
録
②
紹
介
③
当
事
者

間
で
確
か
め
合
い
、
交
渉
。
譲
り

受
け
る
方
が
引
き
取
る
こ
と
を
原

則
に
④
成
立
結
果
を
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に

　
【
ゆ
ず
り
ま
す（
無
料
）】

　

冷
蔵
庫
、
赤
外
線
ス
ト
ー
ブ
、

電
子
ピ
ア
ノ
、
黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
、

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
ク
ー
ハ
ン
、

炊
飯
器
（
三
合
炊
き
）、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
、シ
ニ
ア
カ
ー
、オ
マ
ル
、

大
学
受
験
問
題
集
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス（
プ

レ
イ
ヤ
ー
付
き
）、
換
気
扇
、　

レ

デ
ィ
ー
ス
用
ゴ
ル
フ
バ
ッ
ク
、
刺

し
ゅ
う
糸
、
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
老
人
用
手
押
し

車
、介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
、蒸
し
器
、

籐
（
と
う
）
の
い
す
、
プ
リ
ン
タ
ー

　

・
５
�
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
、

２３バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
（
一
人
乗
り
）、
油

絵
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
枠
（
各
種
）

　
【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い（
無
料
）】

　
　

�
以
上
の
自
転
車
、
フ
ァ
ク

１６
ス
機
能
付
き
留
守
番
電
話
器
、
パ

ソ
コ
ン
、ワ
ー
プ
ロ
、カ
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
、
全
自
動
洗
濯
機
、
琴
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
食
器
棚
、
木
製

円
形
い
す
、
キ
ッ
チ
ン
背
も
た
れ

い
す
、ピ
ア
ノ
の
足
踏
み
台
、オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
、
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
、

食
事
用
座
卓
い
す
、
電
子
レ
ン
ジ
、

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
、
電
動
卓
上
ミ

シ
ン
、
小
学
生
用
剣
道
着
一
式

（
面
・
胴
・
小
手
）
２
組
・
も
ち
つ

き
機
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
子
供
用

ソ
リ
、ト
ー
ス
タ
ー
、木
製
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、桐
タ
ン
ス
、ベ
ビ
ー
カ
ー

用
レ
イ
ン
ガ
ー
ド
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ブ
ロ
ッ
ク
、
子
供
用
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
、
視
力
回
復
訓
練
器
、

新
生
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

肩
こ
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
炊
飯
器

（
一
升
炊
き
）、　

�
冷
蔵
庫
、
机

５０

上
の
木
製
本
立
て
、
本
棚
、　

�
１４

テ
レ
ビ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ハ
イ
ア

ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
ー
、エ
ア
コ
ン
・

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　

※
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
ベ
ビ
ー
用
品
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
介
護
用
品
の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
発
行
時

に
既
に
紹
介
済
み
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第　

回
市
民
ソ
フ
ト 

２３
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
柔

ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
１

チ
ー
ム
４
名
で
行
う
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
毎
回
多
く
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
友
達
同
士
や
家

族
で
作
っ
た
チ
ー
ム
で
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
ど
う
ぞ
。

　

▼
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午

２０

前
９
時
半
開
会

　

▼
会
場　

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

　

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
の
方

　

▼
参
加
費

　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円
（
用
具

代
等
）

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
月
）

１７

〜
６
月
３
日（
木
）に
、
電
話
ま
た

は
直
接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
、�

　

・
７
７
８
６
）
へ
。

７０
　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

第　

回
市
民
の
た
め
の

１２
医

療

講

座

　
　
　

〜
東
久
留
米
医
師
会
主
催

　

テ
ー
マ
は
、「
生
活
習
慣
病
を
考

え
る
―
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
は

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
」。

　

▼
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午

２２

後
２
時
〜
４
時

　

▼
会
場　

市
役
所
７
階
７
０
３

会
議
室　

　

▼
講
師　

石
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
石
橋
幸
慈
氏

　

当
日
直
接
会
場
へ
。　

　

詳
し
く
は
健
康
課
�　

・
０
０

７７

２
２
へ
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

肝

臓

病

週

間 

講

演

を

開

催

　
「
肝
臓
病
治
療
の
最
前
線
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
立
病
院
機
構
東
京

病
院
の
原
田
英
治
氏
に
よ
る
講
演

を
行
い
ま
す
。

　

▼
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午

２２

後
２
時
か
ら　

▼
会
場　

独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構
東
京
病
院

大
会
議
室
（
清
瀬
市
竹
丘
３
ノ
１

ノ
１
）　

▼
受
講
料　

無
料　

　

申
し
込
み
は
事
前
に
電
話
で
同

病
院
事
務
局
�　

・
４
１
３
４（
内

９１

線
２
２
２
３
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

都

立

武

蔵

野

北 

高
等
学
校
公
開
講
座 

「
韓
国
語
入
門
」

　

▼
日
時　

全
５
回
。
６
月
６
日

〜
７
月
４
日
の
日
曜
日
の
午
前
９

時
〜
正
午　

▼
会
場　

同
校
（
武

蔵
野
市
八
幡
町
２
ノ
３
ノ　

）　
１０

▼
定
員　
　

名
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料　

３

０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　

▼
対
象　

韓
国
語
の
学
習
経
験
の

全
く
な
い
方

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
月
）

１７

〜　

日
（
金
）
に
、
往
復
は
が
き

２８
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
性
別
を
記
入
し
、

〒
１
８
０
�
０
０
１
１
、
武
蔵
野

市
八
幡
町
２
ノ
３
ノ　

、
都
立
武

１０

蔵
野
北
高
等
学
校
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
校
�
０
４
２
２
・

　

・
２
０
７
１
へ
。

５５
都
立
小
平
養
護
学
校 

学

校

公

開

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
の
学
校
生
活
の
様
子
や
施
設
・

設
備
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
教
育
内

容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
授

業
を
公
開
し
ま
す
。

　

▼
日
時　

６
月
４
日
（
金
）
午

前
９
時
〜　

時　

分　

▼
会
場　

１１

４５

同
校
（
小
平
市
小
川
西
町
２
ノ　
３３

ノ
１
）

　

詳
し
く
は
同
校
�
０
４
２
・
３

４
２
・
１
６
７
１
へ
。

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
勧
誘
し

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

〈
消
費
者
相
談
〉

　

●
平
日
の
午
前
９
時
半
〜
午
後

４
時
半
＝
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
市
民
生
活
館
内
）
�　

・
４
５
０

７３

５
　

●
土
曜
･
日
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時
＝
全
国
消
費
生
活
相

談
員
協
会
（
港
区
高
輪
３
ノ　

ノ
１３

　
　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

２２内
）
�　

・
３
４
４
８
・
１
４
０

０３

９

　▼日時　５月２２日（土）午前１０時～正午
　▼会場　福祉会館３階第１会議室
　▼持ち物　縦２.５cm×横２.０cmの保護者の
方の顔写真（預かる方はご自身の顔写真）２枚＝会
員証作成用
　※保育あり（５月１８日（火）までに同センターへ
申し込みを）。
　※説明会にお越しになれない方や分からないこ
とがある方は同センターまでお問い合わせを。
　詳しくは同センター事務局�７５・３２９４へ。

　８月７日（土）に開催する朗読劇

「沖縄－南風（パイヌカジ）の吹く日」

の参加者を募集します。平和への想

（おも）いを、自分の声で伝えてみま

せんか。小学生以上の方、経験を問

いません。６月から毎週土曜日の午

後に練習を予定しています。

　申し込みは６月４日（金）までに、

電話または直接総務部総務課（市役

所４階）�７０・７７１４へ。

　詳しくは同課庶務係へ。

朗読劇朗読劇
「沖縄一南風「沖縄一南風 
　（（パイヌカジパイヌカジ））の吹く日」の吹く日」

の参加者を募集の参加者を募集

東久留米市東久留米市

ファミリー・ファミリー・サポート・センターサポート・センター
事業説明会事業説明会


